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「通教スピリット」の発信源として
―通信教育部学会設立20周年記念特集号の発刊を祝して―
通信教育部学会会長　花 見　常 幸
　大変喜ばしいことに、明年いよいよ、本通信教育部学会は設立20周年の佳節を
迎えることとなり、その研究誌である『通信教育部論集』もこの度、記念すべき
20号を数え、学会設立20周年記念特集号として発刊することとなりました。これ
まで優れた論稿を寄稿いただいた諸先生と論集の編集、刊行に尽力していただいた
歴代の編集委員の先生方に心から御礼申し上げるとともに、通信教育部学会の関係
者の皆様、そして通教生の皆さんと共々に、この慶事を歓び合いたいと思います。
　本学会は、通信教育部の本格的な発展のためには教員の研究成果を発表する研究
誌が必要であるとの通信教育部内での議論を受けて、998年４月に社会科学と人文
科学分野を中心とした研究誌を刊行する学会として設立され、同年８月には『通信
教育部論集』の創刊号を発刊いたしました。
　以来、およそ 20年の歳月の中で、通信教育部は大きく発展し、昨年（206年）
８月の夏期スクーリング時には、通信教育部開設40周年の佳節を祝う「学光祭」
を盛大に開催しました。この「学光祭」には、１万８千名に上る通教卒業生の代表
の方や海外7 カ国・地域からの通教生を含め、3千名の方が参加されての集いとな
り、創立者池田大作先生から「栄光の 50周年へ、今日から出発です」とのメッセ
ージをいただき、開設50周年に向けて、新たな前進を開始することができたので
あります。通教卒業生の中には、３名の弁護士をはじめとして、公認会計士、税理
士、日本語教師、また博士号を取得して大学で教鞭をとられるなど、様々な分野で
活躍する方も多くいます。また、教員採用試験についても、平成4年度（2002年
度）採用試験以来6年連続で 00名以上の合格者を輩出することができ、合格者の
累計は 3200名を大きく超えています。本当に素晴らしいことだと思います。
　こうした通信教育部の目覚しい発展を学術面で支えてきた本学会は、本号掲載の
「通信教育部学会20年の歩み」に詳しく紹介されている通り、着実に研究誌を発
刊するとともに、毎年の夏期スクーリング時には、通教生を対象とした講演会・シ
ンポジウムを 9回に亘って開催し、好評を得てきました。また、202年度からは、
年２回の定例研究会を実施して、専任教員各自の専門分野の研鑽を深める機会とし
てきました。
　さらに、本学会の特筆すべき活動として、創立者池田大作博士に関する研究活動
があります。創立者に関する研究が、中国、アメリカ、ヨーロッパ、アフリカなど
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世界的な広がりを見せ始めていた 2005年、本学会は、創価大学における創立者研
究のパイオニアとなるべく、通信教育部開設30周年の記念事業として創立者研究
を行うことを会員全員の賛成で決定し、『創立者池田大作先生の思想と哲学』を上
梓することができました。これが好評を博したことから、第三文明社から続編を刊
行し、最終的に『創立者池田大作先生の思想と哲学』全3巻（2005年～ 2007年）
として結実しています。これが可能となったのは、創立者研究の対象範囲は、広大
で奥行きが深いものであるのに対して、通信教育部および通信教育部学会所属の先
生方は、幸いなことに、特定の学問分野に偏らない学際的なスタッフ構成となって
おり、それぞれの専門分野から独自の研究成果を発表することができたからであり
ます。また、論文を執筆された先生方の思いは、「創立者のことを少しでも深く学
びたい」との通教生の強い願いに応えることにあり、今後さらに進展するであろう
創立者研究の一助となるための試論を示すことにありました。
　こうした研究実績を踏まえて、昨年８月には、通信教育部開設40周年の記念事
業として、同じく第三文明社から創立者の思想研究に対象を絞った研究論文集とし
て『池田思想研究の新しき潮流』を刊行しました。そして、夏期スクーリング時に
は、開設40周年記念シンポジウムとして同書の執筆者によるシンポジウムも開催
することができたのであります。今回の 20号も、「創立者思想研究」の特集号とし
て、このシンポジウムの模様を詳細に記録する特集記事とともに、6本の特集論文
を収録しています。読者諸賢の忌憚のないご意見を頂戴できれば、大変有り難く思
うところです。
　結びになりますが、創立者は、昨年の「学光祭」へのメッセージの中で、次の３
つの「通教スピリット」を示してくださいました。すなわち、
　一、学の光は人間革命の喜びなり
　一、学の光は不屈の価値創造なり
　一、学の光は生命尊厳の連帯なり
であります。
　私共、通信教育部学会が、今後とも、創立者研究をさらに一段と前進させること
を通して、創立者がこの３つの「通教スピリット」を通して示された「学の光」の
意義を一段と深く探求しながら、「通教スピリット」の発信源としての役割を果た
しゆくことを改めて決意いたしまして、学会設立20周年記念特集号の発刊を祝う
言葉としたいと思います。
